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数 学

Ⅰ [1] 以下の問いに答えよ。

⑴ 整式 2x4 − x3 − 2x2 ＋ 4x＋ 3をある整式 p (x) で割ったところ亜商は

x2 ＋ x＋ 1亜余りは 8x＋ 4となった。このとき亜

p(x) ＝ ア x2 − イ x− ウ

である。

⑵ 次の式が x亜y亜zに関する恒等式となるように エ 亜 オ の

値を定めよ。

(x− 2y＋ z− エ )2 ＝ (x− 2y＋ z)(x− 2y＋ z− 6) ＋ オ

⑶ あるパーティー会場に 100 名の来場者があった。会場までの交通手段につ

いてアンケートをとったところ亜電車を利用した人が 46 名亜バスを利用し

た人が 53 名亜両方とも利用した人が 12 名であった。このアンケートでは無

回答の人はいなかった。このとき亜電車もバスも利用していない人は

カキ 名である。

⑷ 関係式

y＝
360

x− 7
＋ 3

を満たす整数の組 (x亜y) の個数は クケ 個である。ただし亜x � 7

とする。

ＧＤ��−�― 2 ―

GD11.smd  Page 18 24/12/04 13:41  v4.00

問 9 第�段落から第�段落�Now, the term . . . an enjoyable endeavor.�の内容

と一致するものを�〜�の中から�つ選びなさい。 �

� Researchers use the term “Bura” in order to make money from their

connection to a famous television program.

� “Bura Tamori” has provided a way for citizens and teachers to

become experts in geography.

� “Bura Tamori” focuses on teaching people about the natural

disasters that occurred in the area, rather than discussing the

benefits or beauty of the land.

� The author encourages us to aimlessly wander, or “bura bura,” so

that we may discover more about our surroundings.

問10 本文全体の内容と一致するものを�〜�の中から�つ選びなさい。 10

� “Bura Tamori” and similar initiatives help the public understand the

historical geography of the land, supporting disaster prevention and

the appreciation of regional landscapes.

� Since Japanese people lost knowledge about the history of the land,

Japanese society became more vulnerable to big earthquakes.

� “Bura Tamori” aimed to increase the countryʼs material wealth by

connecting various fields of study, including geography,

topography, regional history, and literature.

� Because scientists have developed sophisticated theories that

laypeople cannot easily understand, students need to learn earth

science in high schools.
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[2] 下図のような座標平面上の放物線 y＝ x2 ＋ 1 …①と直線 y＝ 10 …②および

y＝ 2…③で囲まれる図形�下図の斜線部分�の面積 Sを求めたい。

はじめに亜①と②で囲まれる図形の面積は コサ である。次に亜①と③

で囲まれる図形の面積は
シ

ス
である。

したがって亜

S ＝
セソタ

チ

である。
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Ⅱ xの 2次関数 f(x) ＝ x2 ＋ 2(k− 3)x− 3k2 ＋ 2k＋ 5に対して亜次の問いに答え

よ。ただし亜kを実数の定数とする。

⑴ k＝ 0のとき亜f(x) ＝ 0 の解は亜x＝ ア 亜 イ である。

ただし亜 ア ＜ イ とする。

⑵ k＝−1のとき亜f(x) ＜ 0 を満たす xのうち亜整数であるものの個数は

ウ 個である。

⑶ k＝ エ のとき亜f(x) ＝ 0 はただ 1つの実数解をもち亜その実数解

は x＝ オ である。また k � エ のとき亜f(x) ＝ 0 は相異なる

2つの実数解をもち亜その実数解は

x＝− カ k ＋ キ 亜k＋ ク である。

⑷ xに関する不等式 f(x) ＜ 0 を満たす xのうち亜整数値が x＝ 0亜1亜2 のみ

であるとき亜kの範囲は

ケ

コ
＜ k≦ サ

である。
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Ⅲ [1] 年利率 5％亜1 年ごとの複利での計算とする。複利計算とは亜一定期間の終

わりごとに亜その元利合計を次の期間の元金とする利息の計算方法である。す

ると亜預金が最初に預けた金額の 2倍以上になるまでの年数 nは亜1.05n ≧ 2

を満たす最小の自然数として表される。

⑴ 1.05 を既約分数で表すと
アイ

ウエ
となる。

⑵ log10 2 ＝ 0.301亜log10 3 ＝ 0.477亜log10 7 ＝ 0.845 を用いると亜

log10 1.05 ＝ log10

アイ

ウエ
＝ オ . カキク

である。したがって亜求める n は ケコ である。

[2] 次のように定められる数列 {an}について考える。

an＋2 ＋ 2an＋1 ＋ an ＝ 0亜a1 ＝ 1亜a2 ＝ 0 (n＝ 1亜2亜3亜…)

まず亜an＋2 − kan＋1 ＝ r(an＋1 − kan) を満たす定数 k亜rを求めると亜

k＝− サ 亜r＝− シ

である。また亜数列 {an＋1 − kan}は初項 ス 亜公比 rの等比数列だか

ら亜一般項は

an＋1 − kan ＝ ス × rn−1

である。

bn ＝
an

rn とおくと亜一般項は

bn ＝ n − セ

だから亜an の一般項は

an ＝ (n − セ )× (− ソ )n

である。
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Ⅳ △ABCにおいて亜∠BAD＝ θ(0° ＜ θ＜ 90°) となるような点Dが辺 BC上にあ

るとき亜以下の問いに答えよ。ただし亜AB ＝ 6亜AC＝ 10亜∠BAC＝ 90° とす

る。

⑴ △ABCの 3辺に接する円の中心を I とするとき亜この内接円の半径 rは亜

r＝ ア −  イウ となる。また亜△ABCの頂点Aと内接円

の中心 Iを結ぶ線分AI の長さは亜

AI ＝ エ  オ − カ  キク となる。

⑵ △ABDの面積を S1亜△ACDの面積を S2 とする。θ＝ 45° のとき亜

S1

S2

＝
ケ

コ
となり亜AD＝

サシ  ス

セ
となる。

⑶ △ABDと△ACDの面積が等しい場合を考える。点Dから辺ABに垂線

をおろした点をEとする。このとき亜DE＝ ソ 亜

sin θ ＝
タ  チツ

テト
となる。

⑷ AB＝ADの場合を考える。点Aから辺BCに垂線をおろした点をFと

する。このとき亜AF＝
ナニ  ヌネ

ノハ
亜

cos θ ＝
ヒ

フヘ
となる。
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Ⅳ △ABCにおいて亜∠BAD＝ θ(0° ＜ θ＜ 90°) となるような点Dが辺 BC上にあ

るとき亜以下の問いに答えよ。ただし亜AB ＝ 6亜AC＝ 10亜∠BAC＝ 90° とす

る。

⑴ △ABCの 3辺に接する円の中心を I とするとき亜この内接円の半径 rは亜

r＝ ア −  イウ となる。また亜△ABCの頂点Aと内接円

の中心 Iを結ぶ線分AI の長さは亜

AI ＝ エ  オ − カ  キク となる。

⑵ △ABDの面積を S1亜△ACDの面積を S2 とする。θ＝ 45° のとき亜

S1

S2

＝
ケ

コ
となり亜AD＝

サシ  ス

セ
となる。

⑶ △ABDと△ACDの面積が等しい場合を考える。点Dから辺ABに垂線

をおろした点をEとする。このとき亜DE＝ ソ 亜

sin θ ＝
タ  チツ

テト
となる。

⑷ AB＝ADの場合を考える。点Aから辺BCに垂線をおろした点をFと

する。このとき亜AF＝
ナニ  ヌネ

ノハ
亜

cos θ ＝
ヒ

フヘ
となる。
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